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化器で最小 2 乗誤差の意味での最適なウェイト制御を行う際には、ウェイト計算におけるコスト関数が 2 つの局
所的最小値をもっ可能性があるという問題があるが、提案方式ではアダプティプアレーと判定帰還型等化器のウェ
イトを分離処理し、かつ伝搬路状況に応じて、アダプティブアレーにより捕捉するパスを選択することでこの問
題を回避している。計算機シミュレーションにより提案方式の特性を評価し、さらに提案方式の要求計算量を示
すことで提案方式の有効性を明らかにしている o
以上のように、本論文は無線通信システムに求められている超高速通信 (100Mbits/sec 以上)を実現するために、
伝搬路状況に適応的なアルゴリズムを採用することで、 2010年頃に予想されるディジタル信号処理デバイスの処理能
力より実現可能な時空間等化器を提案している。また、本論文は数学・物理の基礎知識を駆使して最先端技術の直面
する問題解決のための指針を与えた工学的に極めて独創的な研究で・あると言え、通信工学に寄与するところが大き L 、。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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